





























































































































































































懇祈を爲すこと無し﹂と〔訳文〕藤原道隆は、酒豪だったので、藤原朝光と藤原済時との二人の従者と、いつも深く付き合っていた。道隆が亡くなろうとしているとき 、ある人が極楽浄土のこと 話し 念じて往生するこ を勧めた。道隆は、








藤原朝光。九五一～九九五 平安時代中期の公卿、歌人。藤原兼通の四男。母は昭子女王。天延二年（九七四）参議。のち正二位、大納言。閑院大将とよばれる 兄顕光よりはやく昇進したが、父の没後はふるわなかった。朝光は道隆の従兄弟である。﹃拾遺和歌集﹄以下の勅撰集に二十九首が入る。家集に﹃朝光集﹄ 。
濟時
 


















































































































九州の古い名称 天平十五年（七四三） 、大宰府 筑紫鎮西府と改めたことからいう。
筑前
 
西海道十一か国の一つ。文武天皇二 六九八）筑紫国から分かれて一国となる。 代からの大陸文化流入 地で、国防上の要地でもあるため、西海道諸国を管轄する大宰府が置かれ福岡県の北部・西部に相当
莚田驛




















































































































































源俊房。一〇三五～一一二一 平安時代の公卿。源師房の長男。母は藤原道長の娘尊子。天喜五年（ 五 ）参議 同年娟子内親王と通じたため一時蟄居 その後は昇進をかさね、永保三年（一〇八三）左大臣となり四〇年在任。従 位。のち皇位継承にからんで立場をわるくし、実権は弟の源顕房にうつった。堀川左府とよばれる。詩文、書にすぐれた 日記に﹃水左記﹄
師賴
 











































































































巾を整装し、徐歩して出で、?を踏みて下る。方に貴人なることを知り、衆皆遽に伏す。主人も亦た衣を整へて驚き迎ふ。成通乃ち曰く、﹁聞くならく、當に君が家の杖罰を被るべしと。恐懼して來謝するのみ﹂と。主人曰く、 ﹁奴輩不遜たり。唯だ譴讓する所なり﹂と。成通曰く、 ﹁何ぞ復た爾るに至らん。唯だ婢子を與へらるれば、便 是れ復た好き賜ならん﹂と。遂 受けて歸 。〔訳文〕大納言藤原成通は 身軽で敏捷で並ぶ者がいなかっ 。若い時ひそかにある官家の下女を愛し、毎夜身をやつ て来て下女の宿舎に泊った。官家の人は賤しい賊徒と認め、そこで彼が出 るの うかがい待ち、皆で一緒に彼を打ちすえはずかしめようとした。下女は泣いその事を成通に告げて用心させた。成通が笑って言うことには、 ﹁いかなる危害があるというのか﹂と。夜半に垣根を越えて外 た。しばらくして一つの袋を抱え、垣根 越えて再び中に入 夜が明けるまで安眠した。わざわざ日の暮れるのを待っ 、今にも出ようとした。打とうとする者は外にいて 目をみはって番をし いた。ふと帷 御簾の間を見ると、成通は少し頭巾（烏帽子か）の角を見せ 次 衣の



















































































































































































































































































































































































































































































































































〔訳文〕三条中納言某は食欲旺盛で並ぶ者がいなかった に肥満を患い、これを医者に相談し、さらに普段の食べる量 話 医者は﹁もちろん治療法があります まず食事を減量した後で処置す ことができます。今はちょうど盛夏です。まず水粥を食べて、腹中をきれいさっぱり消化するのが良いでしょう﹂と説明した。中納言はそこで医者 言
一五
?????? ???????????



























﹃宇治拾遺物語﹄第九十四話﹁三條中納言水飯事﹂ 。﹃今昔物語集﹄巻第二十八﹁三條中納言食水飯語第二十三﹂ 。﹃古今著聞集﹄巻第十八（飲食第二十八） ﹁三條中納言某大食の事﹂ 。
〔備考〕



















































































〔訳文〕妙音相公（藤原師長）は、音楽の官である藤原孝道に期日を命令して、 ﹁某日になすべき仕事が有る、必ず参上しなさい﹂と言った。その日、孝道は都の内を放浪 約束の時間を過ぎてしまった 公は孝道を探させたが、見つけ出せなかった 夜になって孝道は自ら公のもとへ現れた。公は大いに怒った。すぐさま側近 命じ 、麦飯鰯魚を作らせた。暫くし 食事 運ばれてきた。公はそこで 道 食べさせた。孝道は腹が減ってい 。すべての食事を食べ尽くした。公はますます怒った。孝道に命じ 拝礼を三千余回さ 孝道は元から壮健で、しかも食事をし ため力も増して る。立ったり伏し り ても
























































































承事如意ならず。然れども此れを放てば、則ち更に役すべき無し。我積忍すること多年。今始めて志に酬ゆるのみ﹂と。已 して復た使ふこと初めの如し。〔訳文〕秦兼任は最初貧しかった 一人の従者がおり、長い間一人で仕事をこなしていた。急に兼任は俸給を得る官職を得て、一族が集まり祝った。兼任はその場に従者を呼び、前に進み出させた。皆は﹁きっと物を与えて年来の功労に報いるのだろう﹂と思った。兼任はいきなり立ち上がると従者を踏みつけて、頭 おさえつけ髪を切った。一族の者は驚いてその理由をたずねた。兼任が言うことには、 ﹁このがさつものは命じられた仕事を満足にこなせな 。しかしもしこの者を追い出せば、代わりに使役できる がいなかった。私は長年にわたり我慢してきた。今こそ鬱積し 思い 晴らすのだ﹂と かくして再びそ者をもとどおり働かせた。〔語釈〕秦兼任
  






















































































































































































































忠子弟が春になるたびに 名花異木を求め、箱に植えて板で底をつくり、車輪をつけ、人 引かせて楽しんだ﹂ ある。春檻
二〇
?????? ???????????は、春の花木を植えた箱のことであろう。また臺樹はその箱庭によそわれた建物や樹木をいうか。
〔典拠〕
﹃徒然草﹄第百五十四段。
（松田
　
紗樹）
